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イギリスの Where Does My 

Money Go? を参考に、 

日本でも公共データのオー

プン化によって、地域社会

を変え、日本社会を変え、

世界にも影響を与え、貢献

して行こうという思いを持っ

て集まったメンバー達 
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WHERE DOES MY MONEY GO?の目的 

  国民一人ひとりが、支払っている税金の使われ

方を具体的に理解し、その使われ方を決める当事

者として責任ある意見を述べることを手助けする 

  私達は、国民一人ひとりが、公共サービスにお

ける受益と負担の関係を数字で理解したうえで、

私ならこう税金を使って欲しいという具体的で責任

のある意見を述べることができるようになることが、

日本の財政を健全化させ、日本を新たな成長へと

導く近道に違いないと考える 
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横浜市平成24年度事業計画書（全体） 
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横浜市平成24年度事業計画書（個票） 



1. 予算データがデジタルで提供されていない 

2. 予算データ定義・構造が国際標準（COFOG)
に対応していない 

3. 初期の外注作業資金の調達に苦慮している 

4. 政府・自治体、メディア等へのPR活動を行う
キャパシティがない 

 

WHERE DOES MY MONEY GO? の課題 
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WHERE DOES MY MONEY GO?のインパクト 

1. 市民が公共予算に当事者として参加 

2. 公共サービスの費用対効果アップ 

3. 公共データビジネスの創出 

① 全国、世界の政府・自治体予算との比較分析 

② 優れたパフォーマンスの政府・自治体予算の
ベンチマーク 

③ パフォーマンス改善のための解決策提供 

               etc. 
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